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と
考
え
、「
提
言
」
を
発
表

し
た
。
財
源
の
考
え
方
を

「
応
能
負
担
」
に
切
り
か
え

る
こ
と
を
求
め
、
本
請
願

に
賛
成
す
る
。

今
後
、
我
が
国
は
、
超

高
齢
化
社
会
に
よ
り
社
会

保
障
費
の
急
騰
が
見
込
ま

れ
、
社
会
保
障
財
政
は
破

綻
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

「
社
会
保
障
と
税
」
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ

る
、
よ
り
一
層
の
無
駄
の

排
除
な
ど
に
取
り
組
み
な

が
ら
、「
消
費
税
を
含
む
税
」

と「
社
会
保
障
」に
つ
い
て
、

一
体
と
し
て
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

一
日
も
早
い
「
社
会
保

障
と
税
一
体
改
革
」
の
実

現
を
切
に
要
望
し
、
採
択

に
反
対
す
る
。

※討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

討
　
論

討
　
論

今
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
に
対
し
て
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

今
国
会
に
政
府
が
提
案

し
た
「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
案
」
は
、
６
月

20
日
に
３
党
合
意
し
た
修

正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

国
会
で
は
審
議
さ
れ
て
お

ら
ず
、
議
会
制
民
主
主
義

を
蹂
躙
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
は
対
案
と

し
て
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
正
す
こ
と
、
不
公
平
な

税
制
を
正
し
、
富
裕
層
・

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を

し
て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら

に
、
所
得
税
の
累
進
課
税

の
強
化
で
、
消
費
税
増
税

に
頼
ら
ず
、
社
会
保
障
を

充
実
し
、
財
政
危
機
の
打

開
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

国
民
へ
の
負
担
増
を
新
た

に
強
い
る｢

社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
成
案
」
に
反

対
し
、
社
会
保
障
の
充
実
・

改
善
を
求
め
る
請
願
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俊
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財
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の
考
え
方
を

「
応
能
負
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に
せ
よ

一
日
も
早
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「
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保
障
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一
体
改
革
」
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実
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員

　
防

災

無

線

は
、
い
ま

だ
に
聞
こ

え
に
く
い
。
非
常
時
に
備

え
る
に
し
て
は
都
合
が
悪

い
が
、
今
後
の
対
応
は
。

総
務
部
長
　
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
増
設

を
進
め
る
。

議
員

　
本
市
に
と
っ
て
水

害
は
何
よ
り
問
題
で
あ

る
。
備
蓄
品
倉
庫
を
上
層

階
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

総
務
部
長　

福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
の
上
層
階
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
今
後
新

た
に
公
共
施
設
を
建
設
す

る
際
に
は
上
層
階
に
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
よ
う

協
議
す
る
。

議
員

　
中
町
多
目
的
広
場

の
交
番
開
設
は
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
は
大
き
な
安

心
で
あ
る
が
、
反
面
、
閉

鎖
と
な
る
地
域
へ
の
細
や

か
な
説
明
が
不
足
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
笹
目
地
区

は
下
戸
田
地
区
に
比
べ
て

侵
入
・
窃
盗
な
ど
犯
罪
件

数
が
多
い
が
、
抑
止
力
と

な
り
得
る
交
番
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

住
民
説

明
会
を
開
催
し
、
統
合
後

に
お
け
る
強
化
対
策
を
御

理
解
い
た
だ
き
、
警
戒
活

動
と
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

笹
目
地
区
に
お
い
て
は
、

現
在
の
交
番
は
築
40
年
以

上
と
古
く
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
県
の
交

番
再
編
の
動
き
を
注
視
し

て
い
く
。

市
内
の
交
番

▲中町多目的広場

　議員は、毎年3月、6月、9月、
12月に開く定例市議会で、市政
全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といい
ます。
　今定例会から一般質問の日程
を４日間にして、６月１１日、１２
日、１３日、１４日にかけて、１７人
の議員が一般質問を一問一答方
式で行いました。ここに掲げたの
は、その質問・答弁の大要です。

▲６月 28 日、喜沢小３年生の児童が議場見学に訪れました。

備
蓄
品
倉
庫
を
上
層
階
に

「
確
保
す
る
よ
う
協
議
す
る
」

冨
岡 

節
子 
議
員

水害対策

意
見
書(

議
員
提
出
・

委
員
会
提
出
議
案)

を

国
及
び
政
府
に
提
出

◇
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
に
よ
る
社
会

基
盤
再
構
築
を
求
め
る
意

見
書防

災
・
減
災
対
策
と
し

て
の
公
共
事
業
を
、
緊
急

か
つ
集
中
的
に
行
い
、
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出

に
資
す
る
防
災
対
策
の
実

施
を
、
強
く
求
め
る
も
の

で
す
。

◇
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

す
べ
て
の
国
民
を
対
象

と
し
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
の
総
合
的
で
長

期
的
な
政
策
を
保
障
す
る

基
本
法
の
制
定
を
、
強
く

求
め
る
も
の
で
す
。

◇
年
金
受
給
資
格
期
間
の

10
年
へ
の
短
縮
を
求
め
る

意
見
書

無
年
金
者
を
多
く
し
て

い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る

長
す
ぎ
る
受
給
資
格
期
間

の
短
縮
を
速
や
か
に
実
現

す
る
よ
う
要
請
す
る
も
の

で
す
。

　　市民生活常任委員会では
　　自転車の安全利用についてのご意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を募集しております。

自転車は、健康増進に役立ち、環境にやさしいことから、その利用が見直されているところでありますが、

その一方で、自転車が関係する交通事故が増加しており、全国的な問題となっています。戸田市も例外では

なく、県内市町村の中でも、自転車事故の発生率が高い状況にあります。

そこで、市民生活常任委員会では年間活動テーマを「安心・安全のまちづくりに向けた自転車条例について」

と定め、自転車の安全利用に関する条例の制定に向けて、活発な委員会活動を行っているところです。

　自転車の安全利用に関して、ご意見等がございましたら、ぜひお寄せください。

※パブリック・コメントは別途実施いたします。

宛先　議会事務局

郵送：〒 335-8588　戸田市上戸田 1-18-1　

FAX：433-2212　

電子メール：gikaijimu@city.toda.saitama.jp

締切日：8月 31 日（金）まで

▲自転車交通安全教室の様子

中
町
多
目
的
広
場
内

ボ
ー
ル
広
場
の
利
用

時
間
延
長
を
要
望
す

る
。

周
辺
住
民
と
も
調
整

し
な
が
ら
、
検
討
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

ＱＡ


